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九州支部

九州支部の OR 活動は，研究会活動による経験交

流と機関紙“OR 九州"の発行・会員配布に要約さ

れる.

1. 研究会活動

(A) 九州 OR 共同研究会

参加会社一一 9 :f.土

年 4 回

運営は幹事会社持回り

現在 38 回.ますます好調

(1年間の活動内容)

1. 事例発表

財務シミュレーションモデルについて

コ γ トロールセンター設計機械化について

タクシー業務のシステム改善

送電線支持物管理方式の検討

化学プロセスの経済評価について

染料の生産計画について

技能教育の工学的アプローチ

察誘導て漆谷機鍾緩懸ミ
幾察還察奏幾鰐鮫機

OR の将来一一1

現代はオベレーションズ・リサーチの時代である・

公害問題，環境問題，都市問題，教育問題，すべて

問題でないものはない. しかもその問題の模規が大

きくなるとともに.いずれも既成の学問分野の枠か

らはみ出てしまっている.インターディシプリナ

リ・グループがもてはやされるゆえんである.その

ために政府は，情報処理技術の振興に国費を注ぎこ

み， ソフト・-1j-イエンスとし、う新語さえ生まれた.

MIS はどうやら一過性の熱病だったらしいが，その

提起した問題はあい変わらず残っているし，その中

核がオベレーションズ・リサーチにあることも論を

またない.しかも今やたしか情報化社会の幕が上が

るところだったはす.で、ある.

倉庫管理業務の改苦

2. 工場見学

安川電機中間鋳造工場

三菱化成黒崎工場

黒崎窯業

3 講演

システムズ・アプローチ

(B) 福岡地区 OR 研究会

参加会社 3 社

年 4 回

運営は幹事会社持回り

現在 30 回

2. 機関紙“OR 九州1" の発行・会員配布

会員各位の協力により，順調に発行をつづけ，現

在 15 号.年4 回の発行を堅持している

内容は，何でもよいことになっている.随想，論

壇，巻頭言，事例 etc. ….その他研究ニュース，会

員だより.一番誇りに思うことは，必ず年 4 回発行

していること.

このように見てくると，まさに現代はオベレーシ

ョンズ・リサーチの時代であるという冒頭の言葉が

納得される. しかし，前述の動きに対して， Ií経営

科学.iI， ]ORS]の誌面にはまたあまりにも旧態依然

たる“OR" 論文しかのらないのはなぜだろうか. OR 

界で名の売れた先生方が，上記のような動きに，ど

の程度実質的に参加されているのか，私は知りたい.

一方，自動制御，情報処理，通信等の専門誌をの

ぞけば，かつて OR の技法といわれていたものが，

今や工学全般の共通技法のーっとして利用されてい

ることに気がつく.おそらくこのような論文の筆者

は，その個々の技法については知っていても，これ

を OR の一部とは感じていないにちがし、ない.単に

自分の問題を解くのに便利な一手法として，たまた

ま OR で開発された技法を用いたというのにとどま
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るだろう.

ところが O廷の教科書蓄には， 1957 年以来 1972 年

までの 15 年間に， どれだけの変化があっただろう

か.細部の進歩はもちろんあるにしても，工学の他

の分野から導入された新しい技法なり. OR 界の中

で生み出された新しい解法が，はたしてどれだけ追

:1m されただろうか.

J私がおそれているのは，時代は OR セ必要として

いるのに， OR は今や保守的で、， 閉鎖的な世界にな

っていて， この要z請青にこ?たこえられないので

ということでで、ある. もしそれが事実だとすれば， OR

t主綾盛期を途えることなく，衰退に向かおうとして

いるのだろうか.

私は会員の方一人一人にきいてみたい.

1. OR は衰退に向かっているのか.

2. 1 が YES ならば，その対策は何か.

(X) 

OR の客来一-2

社内で OR 研究会合何人かの同好者とやっていた

頃，感じたことがある.ききったえて，研究会には

い与たいといってくる人にどうも共通絵があるとい

うことである，その印象は今日にいたっても変わっ

ていない.一言でいえば“傍系の人"が多いという

ことである. どこの職場でもその職場の主流の仕事

というものがある.あるいは主流の仕事で、はなくて

も侭人かの部下をまかされて，自分一人の裁量で

どんどん仕事を進めている人たちがいる.これらの

人たちを仮に“主流の人"と呼ぼう，このような人た

ちに対して“傍系の人"がいる.前時代的な企業なら

ば，このような人たちは，たとえば経営者障とコネ

がないとか，学関からはみ出ているとかいう理由の

絞っ炎グ二機気機二機ぞ
~:::J!P".ニrァスヲFソムr 、機
弘機為機会滅似ウラぷ

第 20 @] TI現S 額際会議の跨備と論文募

集りおしらせ

期間: 1973 年 6 f:l 24 日 ~29 臼

場所:テル・アピプ(イスデニふル)

主題: Management Science, Developing 
Countries and Natiむnal Priori ties 

主催: TIMS イスラ品ル支部・イスラエル OR 学

人もいるかもしれない.しかしここではそのような

企業は議論の対象からはずすこと tこする.そうする

と，これらの“傍系の人"が傍系になった潔白はす

べて本人の主主任であることがわかる.ある人は能力

がない.ある人は能力はあるが，なぜか他の人とい

っしょに仕事ができない.別の人は，一人でなら仕

事さとやるが， 部下なつけるとうまく仕事ができな

い.告主力本{立で松本の与えられる企業では，このよ

うな人たちは主流に磁まっていることができない，

いつの間にか主流からはみ出して行く.第三者から

J!ていると，本人比自分から望んで・主流からはみ

出して行こうと努力しているように見える.しかし

本人はそのことを知らない OR ìこ近づいてくるの

は，このような人が多いというのが私の印象であっ

Tふ

その理由はいろいろあるのだろうが，このような

人たちがもっている劣等感と自尊心に訴えるものを

O廷がもっているものと怠われる. しかしこれは，

O廷にとっては不家なことだ‘

OR を実施する人に最も必要とされるのは接渉力

であって，数学の知識でも，思いつきの重量かさでも

ない.逆に上記のような人々は OR fこ最も向いてい

ない人たちだといえる.このような人たちが企業の

中で O廷を始めたならば，必ずその O廷 は失敗する

ことが断言できる.

あなたの企業の OR 室は，“傍系の人"な一生懸

命集めて，着々と OR 失敗のための素地合つくって

はいないだろうかぜ企業の中ではディレヅダ γ トに

すぎない“傍系の人ペ アウトサイダー， ず1='~プ

アウトが， OR 専門家として通っていはしないだろ

うか町 OR 衰退の一因がそこにありはしないか.

(Y) 

会 (ORSIS)

おヌド OR 学会からは森口繁一教授〈東大〉が日本

のコ{ディネータ…になっています.

論文は，経営科学の理論・応用にかかわるどのよ

うなテ-"'lのものでもよく， 150 語以内，〆プルス

ペースにタイプした 3 怒を， 1972 年 12 Jl 31 B ま

でに，下記宛夜接送付してください.

Pro笠essor Uri Yechieli 
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